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け者にて色々と研究はして参 りましたが之 と云って所謂 lifework k相当する様な立派な
研究は甚だ残念ながら何一つ御座いません。思師団所先生が今日89才の御高令を以て尚且
御健康で墾繰として今も尚優れた御研究，脳の老化現象の防止，癌抑制｜物質ムコイドポリ
サッカリ ード， インタ」へロン等の御研究，更には高遠なる理想を以て老人医療セ ンタ」


















-esの数式を使って沈降のID巴chanismを測定したのであり ます。 Sto胞の式と 云 うのは
2ρI 
V＝一万五一r2gと云う式でV ：球の降下速度， ρ ：比重，m ：液体の粘度係数， r：粒子






































墓並lと蛙， （墓は仙台産のBufovulgalis，蛙は仙台産の青蛙 （R細血 Temporalis）並に北海
























































































































食塩水（ 0.95 %の濃度）の濃度lとする為には， 脱塩法を行わなければならないが此の方法
に苦労した。之が専売特許となったのである。


















































以上は体育の個人適性lと関する研究の内の心臓機能の適性（ fitness ) ！と限極した一つの研
究例に就て述べたのですが， 実は此の様な研究をして居ります内に其の後御縁があり まし
て北大の体育クソレー プの皆様方と共々にー処lζ私自身 も昭和24年に教育学部所属 となり，極












研究した ものである。 （山崎，大宮，安藤， 其の他）
10，はテレメーターを使つての研究である。
テレメーターと云 うのは，宇宙旅行においてガガーリン大佐等が身につけ，心電図lとよ
り心臓の機能，脳波測定によ り，精神の安定状態等を電波lとよ り地球上で観察した装置 と
同じものであ る。前北大学長，杉野目先生の御好意lとよ り，三菱電気第2号器を入手し研
究を始めた ものである。以前は，運動中の選手の心臓機能，筋収縮の状態，精神の状態な










した。 云うなれば私は一介のローマンテイス トに過ぎないのであります。 此の度停年退職
に当り記念論文与を書けとの御命令ですが私の人生は散文的， 巨はロ」マ ンティクであ りま
すので実は論文と云 うよりは多分に人生論的，時には評論的更にはむしろ随筆的なものに














様江状態が永く続けば神経やホ Jレモンのバラ ンスはくずれ， 血管は収縮し，血圧は高くとE
り，ひいては之が精神障害にっとrがりノイロ」ゼに成って来るのであります。血管は御承
知の如く自律神経系統に依って統御されて居り ますが，交感神経は精神的緊張，感情の激










の異常の為に糖尿病，腎臓病， 胃カイヨー， 癌，肝硬変，神経痛等の病気 も多くなり現代
人は又「新陳代謝異常で死ぬJ, とも云われて居る，所調此の様な現代的な心身に対する




に対して満足であ り誠に有難いと云う気持を もって居る人々はほんとうの暗さ を知って居
る人々であると云う事である。明るい電燈の光，太陽の暖い光線を知る人々は暗さや寒さ























m真直天を摩して鋒え立つ， 2抱え以上 もあるエゾ松や トド松の雄大な姿を其処花見いだ
したのである。実に其の時の私の感激と讃膜の気持は表現すべき言葉 もなく只々今 も尚強
































































た科学的に合理性を持った最高度のトレー ニンクずをつつ’けて行く と云 う事乙そ真のhard.training
である，生体には「緊張弛緩の法則」と云うのがあるが大体 sinカーブを描いて居る緊張












療医学（ therapoet ic medicine ）である。然しながら単に病気を治療すると云うだけでは充
分でない。まず以て病気lとか hらぬ様lとする事が大切であると云う処から予防医学（ prot-
ectic med.）が発達して来た。現在では単lと病気を予防すると云う消極的な面だけでなく積
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